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研究成果の概要（和文）：　本研究では，視覚と聴覚の感覚情報の統合処理過程において，感覚刺激に含まれる
感情情報がどのような役割を果たすのかを実験的に検討した。
　まず，感情カテゴリーによる感覚処理への影響の違いが視聴覚統合においても観察されるかを検討したとこ
ろ，感覚処理に促進的にはたらく「恐怖」に関連した刺激のみが干渉的な影響をもち，抑制的にはたらく「嫌
悪」に関連した刺激は影響を与えないことが示された。
　また，視聴覚表象の形成時に感情情報がどのように処理されるのかを時間知覚を用いて検討したところ，一方
の感覚刺激に内包される感情情報も表象に内包され，他方の感覚刺激の知覚に影響を与えることが明らかとなっ
た。

研究成果の概要（英文）： The present study examined the effects of emotional information included in
 sensory stimuli on audio-visual integration. 
 Each emotional category affects differently to sensory processing. I investigated this different 
effects in audio-visual integration. The experiment revealed that fearful faces, which facilitate 
sensory processing, interfered audio-visual integration. On the other hand, disgusted faces, which 
suppress sensory processing, did not affect audio-visual integration.
 I also investigated emotional information processing during audio-visual representation production,
 using time perception paradigms. The experiment revealed that audio-visual representation included 
emotional information. Therefore, emotional information included in one sensory stimulus affect to 
time perception of other sensory stimulus.

研究分野：実験系心理学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 日常生活において，複数の感覚からの情報
を統合することで，人間は外界の環境を把握
している。そのため，このような多感覚情報
の統合による知覚処理に関する研究は盛ん
に行われている。多くは視覚と聴覚に焦点を
あてたもので，視覚と聴覚の統合過程におい
て視聴覚情報を統合した 1つの感覚表象が形
成されることが明らかとなっている。この視
聴覚表象の形成過程には，各感覚の時空間情
報や，空間周波数や形状の複雑さといった物
体情報が影響を与えることが報告されてい
る。一方で，刺激に内包される感情情報の影
響については，まだ十分に検討が行われてい
ない。感情情報は人間の生存に深く関わるも
のであることから，素早く自動的に処理され，
知覚処理に対しても無意識的に影響を与え
ている。このような感情情報の重要性を鑑み
るに，視聴覚表象の形成過程において感情情
報も統合時に重要な役割を果たすことが推
測される。つまり，視聴覚統合において感覚
刺激に内包される感情情報がどのように処
理されるのかを明らかにすることは，外界の
知覚メカニズムの解明に寄与すると予想さ
れる。そこで，本研究では視聴覚情報の統合
過程において感情情報が果たす役割につい
て検討することとした。 
 
２．研究の目的 
 複数の感覚情報を統合した知覚処理につ
いての研究は盛んに行われているものの，情
動刺激が内包する感情情報が統合処理過程
においてどのような役割を果たしているの
かについては十分な検討が行われていない。
そこで，本研究では情動刺激を使用した際に
視聴覚統合にどのような影響が生じるのか
を明らかにすることを目的とした。特に，ネ
ガティブ感情は防衛反応という環境に対す
る適応的行動の遂行に関連するため，脅威刺
激のようにネガティブな情動価をもつ刺激
に対しては素早く自動的な処理が行われる。
ネガティブ感情には，「怒り」，「恐怖」，「嫌
悪」などポジティブ感情よりも多くの種類が
あり，それぞれ異なる影響を感覚処理に与え
ることが示唆されている。そのため，種々の
ネガティブ刺激を用いた検討を重ねること
で，視聴覚情報の統合処理過程におけるネガ
ティブ感情情報の影響について明らかにし
ていく。 
 
３．研究の方法 
(1) 情動価強度の注意関連課題への影響（予
備的検討）：感情情報には，「情動価」と「覚
醒度」という 2つの次元が存在する。いずれ
も量的な変数として検討されており，覚醒度
についてはその強度による影響が明らかに
なっているものの，情動価については強度に
関連した検討が十分に行われていない。本研
究課題を遂行する上では，単一感覚における
感情情報についての知見は必須となる。そこ

で，怒り顔を実験参加者個人の評定に基づい
て情動価強度で分類し，強度の違いによる視
覚探索および注意の瞬きの 2つの注意関連課
題の成績の比較を行った。 
 
(2) 注意関連課題を用いた検討：表情刺激を
用いた研究の知見である，恐怖顔と嫌悪顔が
感覚処理に与える影響の差異が，視聴覚統合
処理においても見られるかを，注意の瞬きを
利用して検討した。実験では，第 1標的に恐
怖顔もしくは嫌悪顔の刺激を提示し，第 1標
的および第 2標的と同時に純音を提示するこ
とにより，表情や音の有無によって第 2標的
の見落としの割合がどのように変化するの
かを調べた。 
 
(3) 時間知覚を用いた検討：視聴覚統合では，
視覚と聴覚の情報を統合して 1つの感覚表象
が形成されることが報告されている。この視
聴覚表象形成時に，感情情報がどのように処
理されるのかについて，感覚刺激の提示時間
の長さの知覚を用いて検討を行った。実験で
は，純音の知覚される提示時間の長さが表情
を同時に提示することで変容するのかを，主
観的等価点を測定することで調べた。 
 
４．研究成果 
(1) 予備的検討の結果，視覚探索課題では高
情動価刺激の探索時間が低情動価刺激や統
制刺激よりも短くなっていた（図 1a）。低情
動価刺激と統制刺激の間には，探索時間の違
いは見られなかった。一方，注意の瞬き課題
では，第 2標的として提示された高情動価刺
激と低情動価刺激の両方が，統制刺激と比較
して検出されやすくなっていた（図 1b）。高
情動価刺激と低情動価刺激の間には，検出成
績に違いは見られなかった。視覚探索は，注
意の瞬きと比べて感覚処理のより低次過程
における注意の働きが関与していると考え
られる。したがって，情動刺激の情動価の違
いは，感覚処理の低次過程に寄与しているこ
とが明らかとなった。本実験の成果は，日本
基礎心理学会第 35回大会などで報告された。 
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図1．情動価強度の注意関連課題への影響の実
験結果。黒色は高情動価刺激，灰色は低情動
価刺激，白色は中性刺激の結果を表している。
左(a)は視覚探索課題の探索時間，右(b)は注意
の瞬き課題の第 2標的の正答率を示す。 
 
(2) 感覚処理に対する恐怖顔の促進的影響，
嫌悪顔の抑制的影響といった差異が，視聴覚
統合処理においても見られるかについて，注
意の瞬きにおける第 2標的の見落としを指標



とした実験を行った。その結果，第 1標的が
恐怖顔の場合，第 1標的および第 2標的と同
時に音を提示することで，第 1 標的提示の
300ミリ秒後に提示される第 2標的の見落と
しの割合が多くなった（図 2a）。一方，嫌悪
顔ではこのような影響は見られなかった（図
2b）。したがって，恐怖顔の処理が遂行され
ている場合には，視聴覚情報の統合が起こり
にくい，もしくは聴覚情報が視覚処理に対し
て干渉するような影響が生じることが示唆
された。本実験の成果は，第 8回多感覚研究
会などで報告された。 

30

40

50

60

70

80

0 1 2 3 4 5 6 7

A
cc

ur
ac

y 
 o

f  
T2

|T
1 

 (
%

)

lag

No-Tone

Tone-T1

Tone-T2

(a)

30

40

50

60

70

80

0 1 2 3 4 5 6 7

A
cc

u
ra

cy
  o

f 
 T

2|
T1

  (
%

)

lag

No-Tone

Tone-T1

Tone-T2

(b)

 
図 2．注意関連課題（注意の瞬き）を用いた検討
結果。左(a)は第 1標的に恐怖顔を提示した場合
の第2標的の正答率，右(b)は第1標的に嫌悪顔
を提示した場合の第 2標的の正答率を示す。 
 
(3) 視聴覚表象の形成時における感情情報の
処理過程について，時間知覚を利用した実験
を行った。実験の結果，怒り顔を同時に提示
した場合，純音の提示時間が実際よりも長く
知覚されていた（図 3）。一方，幸福顔や中性
顔を同時に提示した場合には，知覚される提
示時間の長さは変容しなかった。時間知覚の
研究では，情動刺激の提示時間は中性刺激よ
りも長くなることが報告されている。したが
って，視聴覚表象が形成される過程で視覚情
報である表情刺激の感情情報が表象に内包
され，聴覚情報である純音の提示時間の長さ
の知覚に影響を与えることが示された。帆実
験の成果は，第 12 回東北心理学会・北海道
心理学会合同大会にて報告された。 
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図 3．時間知覚を用いた検討結果。縦軸は基準
（600 ミリ秒）と同じ長さと知覚された提示時間を
示す。純音のみ（一番右）ではほぼ 600 ミリ秒と同
じ長さであるのに対して，怒り顔を同時提示（一番
左）した場合には 570 ミリ秒くらいが 600 ミリ秒と同
じ長さと知覚されている。 
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